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500千円       
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500千円  
   千円  
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調 査 研 究 の 目 的 

新型コロナウイルス感染症はパンデミックを起こしており、宮崎県
も現在（令和３年６月 15日）までに第４波まで発生し、3053人の陽
性者が報告されている。 
本研究では、宮崎県で発生した事例から新型コロナウイルスの全ゲ

ノム解析を行い、ハプロタイプ・ネットワーク図を作成することで、
積極的疫学調査だけでは判明しなかった知見を得る事を目的とする。
さらに、感染拡大防止の一助となる情報を得ることを目的とする。 

調査研究の進捗状況 

 
これまでの成果や問題点等を 

含む。  

令和２年３月から令和３年２月までに当所で陽性となった検体
のうち、196検体が解析終了した。検体は Ct 値が 32未満のものと
した。さらに令和２年 11 月～令和３年２月の第３波の検体は、国
からの要請に従いクラスター事例のみとした。 
その結果、令和２年３～４月の第１波は主に Pangolin系統

B.1.1、令和２年７～９月の第２波は主に B.1.1.284、令和２年 11
月～令和３年２月の第３波は B.1.1.214に属しており、大きく９つ
のクラスターに分類された。管轄保健所関係から、あるクラスター
に属すると考えられていた集団が、ゲノム解析の結果、異なるクラ
スターに属する事が判明し、ゲノム解析の有用性を確認できた。ま
た、高齢者施設や教育・保育施設がネットワーク図の末端に位置し
ていたことから、高齢者及び教育・保育施設はクラスターが発生し
やすく規模が大きくなりやすいものの、そこから感染が拡大するリ
スクは低いと推測された。さらに、これらの施設クラスター発生の
前には、接待を伴う飲食店やスポーツ施設、カラオケ等のクラスタ
ーが探知されていることから、感染拡大防止のためには、これら施
設に感染が拡がる前に行政が介入していくことが重要であると考
えられた。 
今後は令和３年３月末からの第４波の検体の解析を進めて、新た

なネットワーク図を構築していく。さらに、自施設での検査を拡充
させて過去の散発事例を解析することと、疫学調査を充実させるこ
とで、より正確な調査を行う予定である。 

備 考 第80回日本公衆衛生学会で発表予定 

 


